
津谷市長記者会見／市長ダイアリー 根子フットパス／第１回全国高校生スクール“Ｓ”セレクション

▲市民病院玄関アーチ設置工事や国民文化
祭について説明する津谷市長

▲根子トンネルを抜けた高台から集落を
見渡す参加者

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
10
月
８

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
市
民
病
院
玄
関

ア
ー
チ
設
置
工
事
、
国
民
文
化
祭
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
や
第
７
回
産
業
祭
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
市
民
病
院
玄
関
ア
ー
チ
設
置
工
事
に
つ

い
て
は
、
利
便
性
向
上
の
一
環
と
し
て
、

木
造
で
全
長
70
・
９
ｍ
の
屋
根
を
市
民
病

院
玄
関
前
の
既
存
屋
根
に
隣
接
し
、
身
障

者
用
駐
車
場
を
コ
の
字
型
に
囲
む
よ
う
な

形
で
設
置
す
る
こ
と
を
説
明
。「
工
事
期

間
は
、
10
月
中
旬
か
ら
12
月
25
日
を
予
定

し
て
お
り
、
期
間
中
は
既
存
駐
車
場
の
一

部
を
身
障
者
用
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
に
な
り
、
来
院
さ
れ
る
方
々
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
７
日
か
ら
稼
働
し
て
い
る

阿
仁
庁
舎
内
に
設
置
し
た
院
外
再
来
受
付

機
に
つ
い
て
も
触
れ
「
10
月
７
日
は
３
件
、

10
月
８
日
は
10
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

利
用
者
が
増
え
る
よ
う
周
知
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
受
診
環
境
の
向
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

　
国
民
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
10
月
に
開

催
さ
れ
る
「
根
子
フ
ッ
ト
パ
ス
」
や
「
秋

田
の
詩
祭
２
０
１
３
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

を
Ｐ
Ｒ
。
さ
ら
に
、
10
月
27
日
に
山
梨
県

笛
吹
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
、
国
民
文

化
祭
・
や
ま
な
し
２
０
１
３
「
現
代
詩
の

祭
典
―
文
芸
祭
現
代
詩
大
会
」
の
次
回
開

催
市
へ
の
引
き
継
ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
、
当

市
の
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
企
画
委
員

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
出
席
す
る
こ
と
を
報

告
。「
こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
来
年
の
国

民
文
化
祭
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
北
秋
田

市
の
魅
力
を
大
い
に
発
信
し
、
よ
り
多
く

の
方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
国
民
文
化

祭
以
外
に
も
北
秋
田
市
に
対
し
て
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い

り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
全
国
高
校
生
ス
ク
ー
ル„
Ｓ
“セ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
今
大
会
の
参
加
校
の
中

で
は
、最
高
賞
と
な
る「
輝〈
か
が
や
き
〉」

（
銀
賞
）
を
受
賞
し
た
秋
田
北
鷹
高
校
（
菊

池
一
二
三
校
長
・
生
徒
数
７
３
６
人
）
家

庭
ク
ラ
ブ
の
部
員
が
、
10
月
４
日
、
市
役

所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
同
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
９
月
27
日
か
ら

３
日
間
、
三
重
県
多
気
町
で
開
か
れ
た
全

国
高
校
生„
Ｓ
“交
流
フ
ェ
ア
の
一
環
。「
食・

生・
職
」
な
ど
の
頭
文
字
で
あ
る„
Ｓ
“に

関
わ
る
取
り
組
み
の
発
表
や
、
開
発
し
た

商
品
の
紹
介
・
販
売
を
行
い
評
価
す
る
も

の
で
、
全
国
か
ら
12
校
が
参
加
し
ま
し
た
。 　

同
校
家
庭
ク
ラ
ブ
は
、『
き
た
あ
き
た

お
土
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
食
で
街
を
元
気

に
！
』
を
テ
ー
マ
に
、「
し
ょ
う
ゆ
バ
タ
ー

餅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
「
比
内
地
鶏
と
し

し
と
う
カ
レ
ー
」
の
考
案
、
高
校
生
に
よ

る
地
域
お
こ
し
と
社
会
貢
献
に
つ
い
て
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
た
あ
と
、

工
藤
七
奈
部
長（
２
年
）は「
こ
れ
か
ら
は
、

地
域
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
、
特
産
品
を

使
っ
た
お
土
産
な
ど
の
開
発
を
し
た
い
」

な
ど
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
考
案
し
た
「
比
内
地
鶏
と
し
し
と
う
カ

レ
ー
」
は
、
道
の
駅
た
か
の
す
の
レ
ス
ト

ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

根
子
フ
ッ
ト
パ
ス

根
子
番
楽
と
集
落
の
散
策
を
堪
能津

谷
市
長
記
者
会
見

市
民
病
院
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指
す

第
１
回
全
国
高
校
生
ス
ク
ー
ル
”Ｓ
“セ
レ
ク
シ
ョ
ン

秋
田
北
鷹
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
が
最
高
賞

◇
９
月
16
日
〜
10
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

９
月
17
日（
火
）▽
森
吉
山
観
光
推
進
協
議
会
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
及
び
寄
付
金
寄
贈（
本

庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
経
営
方
針
決
定
会
議
〜
18
日

ま
で（
本
庁
舎
）

21
日（
土
）▽
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
鷹
巣
地
区
総
決
起
集
会（
本
庁
舎
前
駐

車
場
）

22
日（
日
）▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
３
大
会
後
夜
祭（
交

流
セ
ン
タ
ー
）

25
日（
水
）▽
日
沿
道
秋
田
県
北
部
期
成
同
盟
会
Ｈ
25
秋
期
合
同
要
望（
能
代
市
）

26
日（
木
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
株
式
会
社
元
気
屋
製
麺
工
場
竣
工
記
念
式

典（
秋
田
市
）▽
県
庁
北
秋
田
市
・
郡
ふ
る
さ
と
会
設
立
総
会（
秋
田
市
）

29
日（
日
）▽
第
８
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会（
文
化
会
館
）

30
日（
月
）▽
消
防
本
部
小
坂
重
人
消
防
司
令
補
日
本
柔
道
大
会
優
勝
報
告（
本

庁
舎
）

10
月
１
日（
火
）▽
第
１
６
１
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会（
男
鹿
市
）

２
日（
水
）▽
能
代
河
川
国
道
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

３
日（
木
）▽
日
沿
道
秋
田
県
北
部
期
成
同
盟
会
Ｈ
25
秋
期
合
同
要
望（
仙
台
市
）

４
日（
金
）▽
ゼ
ロ
ダ
テ
美
術
展
２
０
１
３
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
河
哲

商
店
倉
庫
ほ
か
）▽
佐
藤
喜
美
男
氏
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

表
彰
報
告（
本
庁
舎
）▽
全
国
高
校
生
ス
ク
ー
ル
”Ｓ
“セ
レ
ク
シ
ョ

ン
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

５
日（
土
）▽
第
９
回
北
秋
田
市
健
康・ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３（
鷹
巣
体
育
館
）

６
日（
日
）▽
根
子
フ
ッ
ト
パ
ス（
根
子
地
区
）

７
日（
月
）▽
日
沿
道
秋
田
県
北
部
期
成
同
盟
会
Ｈ
25
秋
期
合
同
要
望（
秋
田
市
）

８
日（
火
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

９
日（
水
）▽
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ（
名
古
屋
市
）

11
日（
金
）▽
全
国
地
域
安
全
運
動
出
発
式（
北
秋
田
警
察
署
）▽
第
９
回
北
秋
田

市
社
会
福
祉
大
会（
文
化
会
館
）

15
日（
火
）▽
東
北
農
政
局
と
県
内
各
首
長
と
の
意
見
交
換
会（
秋
田
市
）

な　
な

▲交流フェアで「ししとうカレー」など
を販売する、家庭クラブの部員

　
マ
タ
ギ
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
根

子
集
落
を
散
策
し
、
国
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
根
子
番
楽
な
ど
を
鑑
賞
す
る
「
根

子
フ
ッ
ト
パ
ス
」
が
10
月
６
日
と
13
日
、

同
集
落
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
来
年
秋
に
開
催
さ
れ
る

第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　
根
子
集
落
は
、
朝
日
新
聞
社
と
森
林
文

化
協
会
が
主
催
し
た
「
に
ほ
ん
の
里
１
０

０
選
」
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
四
方
を
山

に
囲
ま
れ
た
す
り
鉢
状
の
集
落
は
、
源
平

落
人
伝
説
が
残
る
隠
れ
里
の
雰
囲
気
を
醸

し
だ
し
て
い
ま
す
。

　
６
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
県
内
外
か
ら

約
60
人
が
参
加
。
内
陸
線
を
利
用
し
て
笑

内
駅
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
笑
内
駅
か
ら
案
内
人
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
散
策
を
開
始
。
全
長
５

７
５
ｍ
の
根
子
ト
ン
ネ
ル
や
集
落
を
一
望

で
き
る
高
台
、
根
子
山
神
社
な
ど
の
ポ
イ

ン
ト
で
は
足
を
止
め
て
案
内
人
の
説
明
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
会

場
の
根
子
児
童
館
で
は
、
地
元
の
お
母
さ

ん
た
ち
手
作
り
の
、
き
の
こ
汁
と
お
に
ぎ

り
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
番
楽
伝
承
館
で
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
津
谷
市
長
が
「
バ
タ
ー
餅
は
昨
年

か
ら
大
変
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
秋

田
市
に
は
、
ほ
か
に
も
埋
も
れ
て
い
る
食

べ
物
、
文
化
、
芸
能
、
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
一
つ
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
を
か
け
て
、

発
信
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

根
子
番
楽
公
演
は
、
軽
快
な
お
囃
子
に

乗
っ
た
小
学
生
に
よ
る
「
露
払
い
」
か
ら

始
ま
り
、「
鞍
馬
」、「
鐘
巻
」
な
ど
合
わ

せ
て
５
つ
の
演
目
が
次
々
に
披
露
さ
れ
、

参
加
者
は
独
特
の
小
気
味
良
い
テ
ン
ポ
で

演
じ
ら
れ
る
舞
の
数
々
に
惜
し
み
な
い
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
根
子
番
楽
を
鑑
賞
し
た
後
も
、
参
加
者

は
思
い
思
い
に
集
落
を
散
策
し
な
が
ら
山

里
の
初
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲津谷市長へ銀賞の受賞を報告をする
家庭クラブの部員
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